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　ソーダ工業の原料となる塩（原料塩）は、現在、メキ

シコ、オーストラリア、インドから輸入されており、そ

のすべてが、塩田で作られた天日塩です。

　１９６５年以降に、気象条件など、塩田の構築に適した

メキシコ、オーストラリアに大規模塩田が整備され、日

本国内でもこれに合わせて、受け入れ港湾を整備したこ

となどから、この２カ国からの輸入が大半を占めています。

　２００８年度は、カセイソーダの生産が減少したことで、

原料塩の需要量及び輸入量は、共に１０％程減少しました。

また、輸入先は、メキシコ、オーストラリアで約９割を

占める状況に変わりはありませんが、輸入比率はメキシ

コが若干減少して、オーストラリアが若干増加しました。

さらに、インドが初めて１０％台となりました。

　なお、中国からは、昨年に続いて輸入がありませんで

した。中国の電解ソーダ工業の拡大により、国内需要が

増加したためで、中国も塩の輸入国に転じています。
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